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広報 － おおず － ２００８ ８月号

○

下水道排水設備工事責任技術者試験のご案内

　
日
本
下
水
道
協
会
愛
媛
県
支

部
で
は
、
下
水
道
排
水
設
備
工

事
責
任
技
術
者
の
資
格
認
定
の

た
め
の
試
験
を
本
年
度
実
施
し

ま
す
。
こ
の
試
験
は
２
年
に
１

回
実
施
さ
れ
る
も
の
で
、
来
年

度
は
実
施
さ
れ
ま
せ
ん
。
お
申

し
込
み
忘
れ
の
無
い
よ
う
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

【
試
　
験
】

《
日
時
》

　
11
月
８
日（
土
）

　
午
後
１
時
30
分
か
ら

　
　
　
　
　
　
午
後
３
時
30
分

《
会
場
》

　
松
山
大
学
（
松
山
市
文
京
町
）

　
※ 

駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
必
ず
公
共
交
通
機
関

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

《
受
験
資
格
》

① 

高
等
学
校
土
木
工
学
科
等
卒

業
＋
１
年
以
上
の
実
務
経
験

② 

専
修
学
校
土
木
課
程
等
卒
業

＋
１
年
以
上
の
実
務
経
験

③ 

高
等
学
校
卒
業
＋
２
年
以
上

の
実
務
経
験

④ 

５
年
以
上
の
実
務
経
験

※ 

実
務
経
験
と
は
、
排
水
設
備

工
事
ま
た
は
排
水
設
備
工
事

以
外
の
下
水
道
工
事
あ
る
い

は
水
道
工
事
の
設
計
ま
た
は

施
工
に
関
す
る
も
の
（
農
業

集
落
排
水
施
設
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
プ
ラ
ン
ト
、
合
併
処
理
浄
化

槽
の
工
事
の
設
計
ま
た
は
施

工
に
関
す
る
も
の
を
含
む
）

※ 
実
務
経
験
年
数
の
基
準
日
は
、

試
験
申
し
込
み
日
を
基
準
と

す
る
。

《
試
験
手
数
料
》

　
４
０
０
０
円

　（
別
途
「
振
り
込
み
料
金
」
が

必
要
と
な
り
ま
す
）

【
講
習
会
】

《
日
時
》

　
10
月
７
日（
火
）

　
午
後
１
時
30
分
か
ら

　
　
　
　
　
　
午
後
３
時
30
分

《
会
場
》

　
松
山
市
役
所
11
階
大
会
議
室

　（
松
山
市
二
番
町
４
丁
目
７
番

地
２
）

《
受
講
料
》

　
４
０
０
０
円

　（
別
途
「
振
り
込
み
料
金
」
が

必
要
と
な
り
ま
す
）

【
申
し
込
み
受
付
（
試
験
・

講
習
会
と
も
）】

《
申
し
込
み
用
紙
》

　
市
役
所
下
水
道
課
（
市
役
所

２
階
）
で
配
布
し
て
お
り
ま
す
。

《
受
付
期
間
》

　
８
月
15
日（
金
）
か
ら
９
月
４

日（
木
）

　
郵
送
の
場
合
は
、
９
月
４
日

ま
で
の
消
印
が
あ
れ
ば
有
効
。

　
※ 

市
の
休
日
を
除
く
、
執
務

時
間
中

《
申
し
込
み
方
法
》

① 

持
参
す
る
場
合
…
市
役
所
下

水
道
課
ま
で
お
持
ち
く
だ
さ

い
。

② 

郵
送
す
る
場
合
…
返
信
用
封

筒
（
住
所
、
氏
名
を
記
入
し
、

80
円
切
手
を
貼
付
）
を
必
ず

同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
市
役
所
下
水
道
課

　
☎
㉔
２
１
１
１

　
　
　
　
　
　（
内
線
２
５
５
）

　
下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
試
験

お
よ
び
試
験
講
習
会
に
つ
い
て

　
大
雨
に
よ
る
土
砂
災
害
の
発
生
を

想
定
し
た
全
国
統
一
防
災
訓
練
が
６

月
１
日
、
愛
媛
県
で
は
大
洲
市
、
内

子
町
を
対
象
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
洲
市
で
は
、
市
役
所
を
本
部
と

し
た
情
報
収
集
伝
達
訓
練
や
、
肱

川
地
域
、
河
辺
地
域
で
の
避
難
訓
練

や
防
災
講
習
会
な
ど
が
あ
り
、
住
民

や
県
、
市
、
福
祉
施
設
職
員
な
ど
約

２
３
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

大
切
な
避
難
行
動

　
訓
練
は
、
高
齢
者
な
ど
の
災
害
時

要
援
護
者
を
い
か
に
安
全
に
避
難
さ

せ
る
か
を
重
視
し
て
行
わ
れ
、
自
主
防

災
組
織
や
消
防
団
な
ど
が
連
携
し
て

避
難
支
援
活
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
災
害
時
要
援
護
者
と
は
、高
齢
者
、

乳
幼
児
、
障
害
者
、
外
国
人
な
ど
災

害
時
に
一
人
で
避
難
す
る
こ
と
が
困

難
な
人
や
、
避
難
に
時
間
を
要
す
る

人
の
こ
と
で
す
。

ま
ず
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　
私
た
ち
の
ま
ち
で
も
、
災
害
時
に

弱
い
立
場
に
な
る
人
た
ち
が
大
勢
い

ま
す
。
災
害
発
生
時
の
協
力
や
支
援

体
制
づ
く
り
は
、
地
域
社
会
に
と
っ

て
最
も
重
要
な
課
題
の
一
つ
で
す
。

　
自
主
防
災
組
織
や
地
域
福
祉
な

ど
の
住
民
組
織
が
一
体
と
な
っ
て
取

り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
ま
ず
、

皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
日
頃
か
ら
災

害
時
に
弱
い
立
場
と
な
る
人
た

ち
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図

り
、
連
帯
感
を
深
め
る
こ
と
が

何
よ
り
も
大
切
で
す
。

　
時
に
、
ケ
ガ
を
し
た
ら
、
あ

な
た
も
『
災
害
時
要
援
護
者
』

で
す
…
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

市
役
所
危
機
管
理
課

☎
㉔
２
１
１
１
（
内
線
３
５
２
）

シリーズ防災
№４

高
齢
者
や
障
害
者
な
ど

災
害
時
要
援
護
者
を
守
ろ
う

避
難
を
支
援
す
る
訓
練
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た

▲ 施設職員や消防団などが避難を
支援（かわかみ荘）

▲避難所での住民研修（河辺）
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広報 － おおず － ２００８ ８月号

○

自衛官募集のご案内

　
大
洲
市
で
は
、
本
年
３
月
、
温

室
効
果
ガ
ス
削
減
を
目
標
と
し
た

大
洲
市
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計

画
を
策
定
し
、
そ
れ
に
関
連
す
る

方
策
の
一
つ
と
し
て
、「
大
洲
市

職
員
ノ
ー
マ
イ
カ
ー
通
勤
デ
ー
」

（
略
称

：

ノ
ー
マ
イ
カ
ー
デ
ー
）

お
よ
び
「
大
洲
市
職
員
ノ
ー
残
業

デ
ー
」（
略
称

：

ノ
ー
残
業
デ
ー
）

を
定
め
ま
し
た
。
通
勤
時
に
お
け

る
自
動
車
な
ど
の
利
用
か
ら
、
公

共
交
通
機
関
、
自
転
車
、
徒
歩
ま

た
は
相
乗
り
へ
の
転
換
や
照
明
の

早
め
の
消
灯
な
ど
に
よ
り
省
エ
ネ

に
取
り
組
み
ま
す
。
職
員
一
人
ひ

と
り
が
、
公
共
交
通
問
題
、
地
球

環
境
問
題
や
交
通
渋
滞
問
題
な
ど

へ
の
意
識
を
深
め
、
ひ
い
て
は
、

地
球
温
暖
化
対
策
推
進
役
の
一
人

と
し
て
活
動
し
て
い
け
る
よ
う
、

で
き
る
こ
と
か
ら
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。
市
民
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

実
施
時
期
な
ど

１ 

　
ノ
ー
マ
イ
カ
ー
デ
ー
お
よ
び

ノ
ー
残
業
デ
ー
の
実
施
は
、
月

１
回
と
し
ま
す
。

２ 

　
実
施
日
は
、
毎
月
第
４
水
曜

日
と
し
ま
す
。

（
第
４
水
曜
日
が
休
日
に

当
た
る
と
き
は
、
次
の
直

近
の
勤
務
日
）

※ 

愛
媛
県
関
係
機
関
に
お

け
る
実
施
日
に
合
わ
せ

た
日

対
象
職
員

１
　
ノ
ー
マ
イ
カ
ー
デ
ー

　 

自
動
車
（
モ
ー
タ
ー
バ
イ
ク
な

ど
を
含
む
。）
で
通
勤
し
て
い

る
職
員

２
　
ノ
ー
残
業
デ
ー

　
全
職
員

主
な
実
施
方
法

１ 

　
職
員
は
、
ノ
ー
マ
イ
カ
ー
デ

ー
の
実
施
日
に
は
、
徒
歩
、
自

転
車
ま
た
は
公
共
交
通
機
関
を

利
用
し
て
通
勤
し
ま
す
。
た
だ

し
、
こ
れ
ら
の
通
勤
手
段
を
と

る
こ
と
が
困
難
な
場
合
は
、
自

動
車
の
相
乗
り
な
ど
も
可
と
し

ま
す
。

２ 

　
ノ
ー
マ
イ
カ
ー
デ
ー
の
実
施

に
当
た
り
発
生
す
る
個
々
の
経

費
に
つ
い
て
は
、
自
己
負
担
と

し
ま
す
。

３ 

　
ノ
ー
マ
イ
カ
ー
デ
ー
の
実
施

日
に
合
わ
せ
て
、
ノ
ー
残
業
デ

ー
を
実
施
し
ま
す
。

４ 

　
ノ
ー
残
業
デ
ー
に
お
い
て

は
、
職
員
は
午
後
６
時
ま
で
に

退
庁
す
る
こ
と
と
し
、
午
後
６

時
を
も
っ
て
全
館
消
灯
（
宿
直

に
関
係
す
る
部
分
を
除
く
）
し

ま
す
。

大
洲
市
職
員
ノ
ー
マ
イ
カ
ー
通
勤
デ
ー
お
よ
び

　
　
　
　
　
　
　
ノ
ー
残
業
デ
ー
に
つ
い
て▲初日にバスで通勤する

　大森市長

平成20年度自衛官募集案内
  一般曹候補生
　陸上・海上・航空自衛隊の部隊勤務を通じて陸曹
を養成するコースです。
　採用後、２年９ヶ月経過以降選考により３曹に昇
任し部隊の基幹要員となります。また、選抜試験に
合格すれば陸曹や幹部へ進むことができます。

  航空学生
　海上・航空自衛海のパイロットを養成するコースで
す。将来は国家資格を習得し、ジェット機・ヘリコプ
ターのパイロットとして活躍することができます。
　高校などを卒業後、最も早くパイロットになれる
コースです。

  ２等陸・海・空士
　陸上自衛官は２年（一部技術系３年）海上及び航空
自衛隊は３年を一任期として勤務するコースです。
　２年ごとに退職金が支給されると共に引き続きの
継続任用ができると共に選抜試験に合格すれば陸曹
や幹部へ進むことができます。

  看護学生
　陸上自衛隊において看護業務の中心となる看護陸
曹（看護師）を養成するコースです。入隊後３年間
自衛隊中央病院の高等看護学院で教育を受け国家資
格取得後、２等陸曹に昇任して、自衛隊病院や部隊
で勤務します。

 募集種目  資　　　　格  受 付 期 間  試　 験　 期　 日

一 般 曹 候 補 生 18歳以上27歳未満   ８月１日～９月８日
１次  9月20日
２次  10月９～ 16日

航  空  学  生 高卒（見込み）21歳未満   ８月１日～９月８日
１次　９月23日
２次　10月18 ～ 23日
３次　11月15日～

看  護  学  生 高卒（見込み）24歳未満   ８月１日～９月８日
１次　10月25日
２次　11月22日～ 23日

２ 等 陸
海・ 空 士

男　子
18歳以上27歳未満

 年間を通じて募集  受付時に通知

女　子   ８月１日～９月８日 ９月28日～９月29日

【お問い合わせ】
　自衛隊愛媛地方協力本部大洲地域事務所

　大洲市大洲690－１ 市役所 ５階　☎24－4123
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広報 － おおず － ２００８ ８月号

○

刈草の提供について

飼い主からの犬・ねこの引き取りの有料化【10月１日～】
　犬・ねこの安易な飼養放棄を抑制するため、これまで無料で行ってきた引き取りが有料化になります。
ペットは大切な家族の一員です。愛情をもって、終生飼いましょう。

○所有者の判明しない場合に限り、無料
○犬の場合は、引き取りの際に、鑑札と狂犬病予防注射済票を持参

引き取りを依頼される方へ
　◇どうしても飼い続けることができませんか？
　◇新しい飼い主をさがしましたか？
　◇家族全員の同意を得ましたか？
　◆引き取られた犬・ねこの大部分は、殺処分されてしまいます。
　◆不幸な動物を増やさないために、不妊・去勢手術を受けさせましょう。
　◆動物を捨てることは犯罪です(50万円以下の罰金)。

　　　　－ 制度の問い合わせ －   　　　　－ 犬・ねこの引き取り窓口 －
　動物愛護センター　☎089（977）9200  市役所保険環境課　☎24－2111（内線158・159）
　県庁薬務衛生課　　☎089（912）2396  長浜支所　市民福祉課　☎52－1111
       肱川支所　市民福祉課　☎34－2331
       河辺支所　市民福祉課　☎39－2111

手　数　料 １頭（匹）につき
生後91日以上のもの ２，０００円
生後91日未満のもの 　　４００円

手数料の納入方法 愛媛県収入証紙（現金不可）

　大洲土木事務所では、道路の安全を確保するため、年に１回の割合で県道の草刈を行っており
ます。
　従来、刈草は主に焼却処分していましたが、資源の有効活用や環境保全の観点から、刈草のリ
サイクル（再利用）を推進しております。
　平成18年度から広報誌により刈草の提供についてお知らせしているところですが、今年度も同
様に希望者への提供を実施いたしますので、畑や果樹園の敷き草、堆肥の原料、畜産用の飼料な
どとして、ぜひご活用下さい。

刈 草 の 提 供 に つ い て

提供する方法
　■ 県道各所の仮り置き場に取りに来ていただき、その場で提供いたします。
提供する期間
　■ ８月中旬～９月上旬の予定（希望者受付中です。）
注意事項
 　■ 刈草の運搬は原則として希望者にてお願いします。
　■ 刈草はそのままの状態で提供いたします。
　■ 先着順となりますので、刈草がなくなり次第終了となります。
問い合わせ先
　 大洲土木事務所
　　　道路課道路補修係☎24－5121（内線317、319)

道路に草が繁茂すると…
　・見通しが悪く危険
　・道路幅が減少する

草刈により、
　・見通しが良くなる
　・本来の道路幅を確保

敷き草として

堆肥の原料として

飼料として

刈草は、
“有効な資源”です。

➡
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○

シリーズ長寿医療制度（後期高齢者医療制度）

１　

今
後
75
歳
の
誕
生
日
を
迎

え
る
人
へ

　
今
年
度
中
に
75
歳
の
誕
生
日

を
迎
え
る
人
は
、
誕
生
月
の

翌
々
月
以
降
に
保
険
料
決
定
通

知
書
な
ど
を
お
届
け
し
ま
す
。

例
え
ば
、
今
年
の
８
月
10
日
に

75
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る
場
合

　 

７
月
中
旬
、
被
保
険
者
証
の

送
付
↓
８
月
10
日
、
誕
生

日
か
ら
長
寿
医
療
制
度
加
入

（
被
保
険
者
証
が
有
効
と
な

り
ま
す
。
受
診
す
る
際
は
、

初
診
、
再
診
に
関
わ
ら
ず
新

し
い
被
保
険
者
証
を
医
療
機

関
等
窓
口
に
提
示
し
て
く
だ

さ
い
。）
↓
（
広
域
連
合
で

保
険
料
に
係
る
確
認
・
登
録

作
業
）
↓
10
月
初
旬
、
保
険

料
決
定
↓
10
月
中
旬
、
決
定

通
知
及
び
納
付
書
の
送
付

　
こ
の
場
合
、
普
通
徴
収
と
な

り
ま
す
。
特
別
徴
収
（
年
金
天

引
き
）
を
希
望
の
人
に
は
申
し

訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、
来
年
10
月

分
以
降
に
つ
い
て
、
社
保
庁
、

共
済
組
合
等
の
了
承
を
得
た
上

で
特
別
徴
収
に
移
行
し
ま
す
。

２　

平
成
19
年
中
の
所
得
確
定

に
よ
り
手
続
き
が
必
要
な
人
へ

　
平
成
19
年
中
の
所
得
に
よ
り

医
療
費
な
ど
の
負
担
が
変
わ
り

ま
す
が
、
８
月
１
日
が
そ
の
基
準

日
と
な
っ
て
い
ま
す
。
次
に
該
当

の
人
は
所
定
の
手
続
き
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
必
要
事
項
な
ど
は
、

通
知
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
① 

医
療
費
負
担
の
変
更
に
と

も
な
う
被
保
険
者
証
の
引

き
替
え

　
医
療
費
負
担
が
〈
１
割
か
ら

３
割
へ
〉
ま
た
は
〈
３
割
か
ら

１
割
へ
〉
変
更
通
知
の
あ
っ
た

人
は
、
被
保
険
者
証
を
引
き
替

え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
② 

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担

額
減
額
認
定
証
（
以
下
「
減

認
証
」
と
い
う
。）
の
交
付

　
減
認
証
の
有
効
期
限
は
、
毎

年
７
月
末
ま
で
と
な
っ
て
い
ま

す
。
前
年
に
交
付
実
績
の
あ
る
人

で
、
引
き
続
き
該
当
し
て
い
る
人

に
は
勧
奨
通
知
を
送
り
ま
す
。

　
入
院
中
ま
た
は
入
院
予
定
の

あ
る
人
で
、
勧
奨
通
知
が
な
く
、

減
認
証
の
対
象
に
該
当
し
て
い

る
か
ど
う
か
不
明
の
場
合
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

３　

特
別
徴
収
仮
徴
収
の
額
に

つ
い
て

　
特
別
徴
収
で
は
、
２
月
の
天

引
き
額
が
引
き
続
き
４
、
６
、

８
月
の
仮
徴
収
額
と
な
り
ま

す
。
こ
の
場
合
、
通
知
な
ど
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
年
度
で
い
え
ば
、
２
月
で
そ

の
年
度
分
の
保
険
料
徴
収
が
終

わ
り
ま
す
。
ま
た
、
保
険
料
は

前
年
度
の
所
得
に
よ
り
決
定
さ

れ
ま
す
が
、
そ
の
決
定
は
７
月

で
、
天
引
き
に
反
映
さ
れ
る
の

は
10
月
分
か
ら
で
す
。
そ
れ
ま

で
の
間
、
２
月
の
天
引
き
額
と

同
額
を
仮
徴
収
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

愛
媛
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合

松
山
市
北
条
辻
六
番
地
（
松
山

市
役
所
北
条
支
所
２
階
）

☎
０
８
９
・
９
１
１
・
７
７
３
３

市
役
所
保
険
環
境
課
高
齢
者
医

療
係

☎
㉔
２
１
１
１
（
内
線
１
５
５
）

　

今
回
は
、
年
度
途
中
に
お
け
る
取
扱
、
注
意
事
項
な
ど
を
取
り
上
げ
て
み
ま
し
た

火
遊
び
、
花
火
に
よ
る
火
災
の
防
止

大
洲
消
防
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
夏
の
夜
の
楽
し
み
〝
花
火
〞。
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
楽
し
み
な
季

節
と
な
り
ま
し
た
。
夏
の
風
物
詩
〝
花
火
〞
を
楽
し
い
思
い
出
と
す

る
た
め
に
も
、
次
の
こ
と
に
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

① 

花
火
に
書
い
て
あ
る
遊
び
方
を
よ
く
読
ん
で
必
ず
守
り
ま
し
ょ

う
。

② 

花
火
を
人
や
家
に
向
け
た
り
、
燃
え
や
す
い
も
の
の
あ
る
場
所

で
遊
ん
だ
り
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

③ 

手
持
ち
の
筒
花
火
は
、
手
の
位
置
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

④
風
の
強
い
時
は
、
花
火
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

⑤
水
を
用
意
し
ま
し
ょ
う
。

⑥
大
人
と
一
緒
に
遊
び
ま
し
ょ
う
。

⑦ 

た
く
さ
ん
の
花
火
に
、
一
度
に
火
を
つ
け
な
い
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。
一
本
ず
つ
遊
び
ま
し
ょ
う
。

⑧
正
し
い
位
置
に
正
し
い
方
法
で
点
火
し
て
く
だ
さ
い
。

⑨ 

吹
き
出
し
、
打
ち
上
げ
な
ど
の
筒
も
の
花
火
は
、
途
中
で
火
が
消

え
て
も
筒
を
覗
い
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
大
怪
我
に
な
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
点
火
す
る
時
も
筒
先
に
顔
や
手
を
出
さ
な
い
こ
と
。

⑩
花
火
を
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

⑪ 

花
火
を
ほ
ぐ
し
て
遊
ぶ
こ
と
は
危
険
で
す
。
絶
対
に
し
て
は
い

け
ま
せ
ん
。

長
寿
医
療
制
度
（
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
）

シリー
ズ
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